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基 本 方 針

1.患者の権利、尊厳を重視した医療を実践します。
2.地域の医療関係者との連携を深め、地域医療の発展のためにつくします。
3.高度で良質な医療水準を確保し、安全で信頼される医療を進めます。
4.快適な療養環境の整備と、質の高いケアに務めます。

5.医学研究活動を推進し、優れた医療人を育成します。
6.職員が互いに尊重、協力してチーム医療を実践します。
7.職員が元気で働きがいのある職場づくりに務めます。

今
回
は
、
我
々
循
環
器
内
科
が
普
段
か
ら
行
っ

て
い
る
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に
対
す
る
最
新
の
カ

テ
ー
テ
ル
手
術
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

心
臓
は
、
休
む
こ
と
な
く
全
身
へ
血
液
を
送
り

続
け
る
ポ
ン
プ
で
す
。そ
の
表
面
に
は
、心
臓
の
筋

肉
へ
栄
養
を
与
え
て
い
る
冠
動
脈
が
張
り
付
い
て

い
ま
す
。
元
々
、
冠
動
脈
は
、
動
脈
硬
化
が
起
こ
り

や
す
い
血
管
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ

を
吸
う
、高
血
圧
や
糖
尿
病
、悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
多
い
、
血
縁
者
に
心
筋
梗
塞
が
い
る
な
ど
の

条
件
に
該
当
し
て
い
る
人
は
要
注
意
で
す
。
動
脈

硬
化
が
進
む
と
、
血
管
内
に
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
垢
が
溜
ま
っ
て
血
管
内
腔
が
狭
く
な
り
、
心

臓
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
血
液
が
不
足
し

ま
す
。こ
の
状
態
が
狭
心
症
で
、階
段
を
昇
っ

た
り
し
て
負
荷
が
か
か
る
と
胸
の
痛
み
を
自

覚
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
安
静
に
し
て
い

れ
ば
概
ね
15
分
間
以
内
に
症
状
は
改
善
し
ま

す
。通
常
、狭
心
症
は
ゆ
っ
く
り
進
行
し
ま
す

が
、
血
管
内
に
溜
ま
っ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
、
ニ
キ
ビ
の
よ
う
に
潰
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
血
栓
を
生
じ
て
急
性
心
筋
梗
塞
へ
と
移

行
し
ま
す
。
急
性
心
筋
梗
塞
の
症
状
は
激
烈

で
、
前
胸
部
に
突
然
、
強
い
痛
み
が
起
こ
り
、

冷
や
汗
や
嘔
吐
を
伴
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。
死
亡
率
の
高
い
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
の

で
、こ
の
よ
う
な
強
い
症
状
の
時
は
、す
ぐ
病

院
の
救
急
外
来
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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一
刻
を
争
う

急
性
心
筋
梗
塞
の
治
療

循
環
器
内
科
で
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
緊
急
カ
テ

ー
テ
ル
手
術
を
行
っ
て
、血
栓
を
除
去
し
た
り
、ス

テ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
金
網
の
筒
を
留
置
し
て
血
流

を
回
復
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
冠
動
脈
内
に
溜
っ

た
ド
ロ
ド
ロ
の
血
栓
の
除
去
は
容
易
で
は
な
く
、

不
用
意
に
バ
ル
ー
ン
で
拡
張
す
る
と
血
管
内
に
飛

び
散
っ
て
余
計
に
血
流
低
下
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
血
管
内
に
挿
入

し
て
血
栓
を
吸
引
し
て
き
ま
し
た
が
、
当
院
で
は

昨
年
か
ら
エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
と
い
う
新
し
い
治

療
法
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
レ
ー
ザ
ー
は
熱
を

出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら

レ
ー
ザ
ー
を
血
栓
に
照
射
す
る
と
、
一
瞬
で
５
マ

イ
ク
ロ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
超
微
細
な
破
片
に

砕
い
て
し
ま
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
血
栓
以
外
に
、

カ
テ
ー
テ
ル
手
術
を
難
し
く
す
る
要
素
が
冠
動
脈

の
石
灰
化
で
す
。
糖
尿
病
や
人
工
透
析
の
患
者
さ

ん
は
、カ
ル
シ
ウ
ム
が
高
度
沈
着
す
る
た
め
、通
常

の
バ
ル
ー
ン
治
療
で
は
全
く
歯
が
立
た
な
い
こ
と

も
多
々
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
症
例
に
威
力
を
発
揮

す
る
の
が
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー
で
す
。こ
れ
は
、先

端
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
出
来
た
直
径
１
～
２
㎜
の

グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
を
高
速
回
転
さ
せ
て
カ
ル
シ
ウ
ム

を
削
り
飛
ば
す
治
療
で
、
難
攻
不
落
の
石
灰
化
病

変
も
ね
じ
伏
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
と
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

は
、い
ず
れ
も
非
常
に
強
力
な
治
療
法
で
す
が
、そ

れ
だ
け
に
高
い
技
術
レ
ベ
ル
が
必
要
で
、
厚
生
労

働
省
の
認
定
し
た
病
院
で
し
か
使
用
出
来
ま
せ
ん

が
、
当
院
の
カ
テ
ー
テ
ル
手
術(P

C
I)

は
年
間
症
例

が
五
〇
〇
件
を
超
え
、
近
畿
圏
で
も
ト
ッ
プ
ラ
ン

ク
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
治
療
が
困
難
だ
か
ら
と
薬
物
療
法
で

様
子
を
見
て
き
た
方
な
ど
、
是
非
お
気
軽
に
当
科

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
い
か
な
る
患
者
さ
ん
の

期
待
に
も
お
応
え
出
来
る
、
よ
り
高
い
水
準
の
治

療
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で

す
。

地域住民の健康を守るため、「人中心の医療」を発展させ、地域完結型の医療を進めます。

診療局

虚血性心疾患のPCI手術（28年実績は約5５５症例以上）

診療局長・循環器内科

高島　医師

進
化
す
る
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
と
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

 

進
化
す
る
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

　 

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
と
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

進
化
す
る
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
と
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

進
化
す
る
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
と
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

 

進
化
す
る
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

　 

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
と
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

理念



市立長浜病院だより市立長浜病院だより市立長浜病院だより 創 刊 号

本
年
４
月
、
本
館
１
階

に
患
者
さ
ん
へ
の
医
療
・

保
健
・
福
祉
を
含
め
た
包

括
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
患
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
外
来
受

診
時
か
ら
入
院
と
退
院
後

を
見
据
え
て
、
在
宅
・
地

域
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
繋
げ

る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
外
来
で
入
院
が

決
定
す
れ
ば
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
入
院
説
明
と
基
本
情

報
な
ど
の
聞
き
取
り
を
行

い
、
患
者
さ
ん
が
納
得
し

て
治
療
・
検
査
・
手
術
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医

師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー

カ
ー
・
栄
養
士
な
ど
の
多

職
種
で
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
治
療
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

入
院
中
の
不
安
や
退
院
後

の
在
宅
療
養
の
相
談
に
も

早
期
か
ら
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

患者総合支援センター

お 知 ら せ

公開教室・個別相談会

がんに関する正しい情報を発
信するため、様々な公開教室、個
別相談会を開催しています。
◇公開教室

11月 １日（水）　抗がん剤とスキンケア 
11月29日（水）　ケア帽子製作 
12月13日（水）　アロマテラピー 

◇個別相談会 
11月17日（金）　頭皮ケアとウィッグ 

時間 いずれも13時～15時 
会場 当院別館１階 

がん患者サロン
図書室「i・りんぐ」 

申込 がん相談支援センター　
℡５749－68－2354

当日参加も可能です。

糖尿病週間イベント

糖尿病は生活習慣病の代表的な病気で
すが、よく知ることで予防したり上手に
付き合ったりすることができます。当院
では糖尿病を理解していただくためのイ
ベントを開催します。当日は、医師・管理
栄養士・薬剤師・看護師・理学療法士・
臨床検査技師が糖尿病に関する相談をお
受けしますので、糖尿病に関心をお持ち
の方は、お気軽にお越しください。申し込
みは不要です。

日時 11月15日（水）　9時3５分～13時
場所 市立長浜病院　正面玄関ホール前から

エスカレータ横スペース
○糖尿病相談　医師をはじめ専門職による相談
○各種測定　血糖・体重・体脂肪・筋肉量の測定
○パンフレットの展示
○糖尿病患者会の紹介

だれもが一人の人間として、その人格や価値観などを尊重されたもとで、医療を受けることができます。
だれもが、どのような病気にかかった場合でも、適切な医療を公平に受けることができます。
病気、検査。治療、見通し、危険性など、自らの診療に関する十分な説明と情報を得ることができます。
十分に理解し納得した上で、検査や治療などを、自らの意思で選択し決定することができます。
診療の過程で得られた個人情報については、関係法令、条例および院内規程に従い保護され、また院内に
おいて私的な生活を可能なかぎり他人にさらされず、乱されないで過ごすことができます。

薬剤師募集　 30年4月１日採用予定 
受付期間　〜平成29年12月22日 

事務局総務課までご連絡ください　TEL 0749-68-2324（直）

入
院
前
か
ら
の

退
院
支
援

がん対策推進室
がん相談支援センター
を併設

看 護 局

がん相談支援センター
参加無料

患者さんの権利（患者権利章典）

糖尿病看護認定看護師

この度、市民の皆様に当院の診療状況や公開講座等の開催についてお知らせする
「市立長浜病院だより」を発行することになりました。初回は、近畿圏でもトップ
クラスの症例実績があるカテーテル手術について高島診療局長から紹介させていた
だきました。今後も、地域の皆様との連携を深めるため、紙面を通じての情報発信
にも努めてまいります。

編 集
後 記

敷地内とは、病院の建物のみ
ならず、駐車場等を含めた病院
の敷地全体を示します。


